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１－１．事業者名及び代表者名 

北海道カネライト株式会社  代表取締役社長 田谷内 貴大 

 

１－２．所在地     

北海道 恵庭市 恵南 １３番地１ 

 

１－３．環境保全関係の責任者及び担当者連絡先 

 

環境管理責任者          技術課長  宍戸 裕次  

担 当 者       安全衛生推進者 技術課長  宍戸 裕次  

連 絡 先        電話 0123-33-5121  ＦＡＸ 0123-33-5125 

 

１－４．事業の概要 

押出法ポリスチレンフォーム断熱材の製造 

 

１－５．事業規模 （２０２２年度） 

売 上 高    約１４．５億円 

従業員数    ２４人（役員を除く） 

工場延べ床面積   約１４千平方メートル 

※事業年度 4 月～3 月 

 

 

 

 

２－１．対象事業活動 

押出法ポリスチレンフォーム断熱材の製造 

２－２．対象事業所 

北海道カネライト株式会社 本社（全社） 

 

管理課 製造課 技術課

社長

製造部管理部

 
 

２－３．レポートの対象期間及び発行日 本環境経営レポートの表紙に記載 

１．組織の概要（事業者名，所在地，事業の概要，事業規模など） 

２．対象範囲（認証・登録範囲），レポートの対象期間及び発行日 
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 ２０２１年度 環境経営方針 

＜基本理念＞ 

北海道カネライト株式会社は、建築分野における省エネルギーの手段として有効な断熱

材の製造会社として地球温暖化の抑制に貢献しています。また、土木分野においても、寒

冷地における道路舗装⼯事では、弊社断熱材を用いたＣＯ２発生量の少ない「断熱工法」を

広めることでも、温室効果ガスの抑制に貢献しています。一方で、製造過程で生じる環境

負荷を最大限に抑えることも企業として重要な責務であると認識しています。私達は従業

員一丸となり、あらゆる取組みによって環境負荷の継続的改善に努めます。 

 

＜基本方針＞ 

私達は本方針を全従業員に周知し、生産活動において次のような環境保全活動に取組みま

す。 

１．省エネルギーでのＣＯ２排出量削減 

  ・太陽光発電設備の活用によりエネルギー原単位及びＣＯ２原単位を削減します。 

・徹底した工程管理と改善活動によりトラブルを減らし、効率的に安定した製品を製

造することでエネルギー、原料の原単位向上に取組みます。 

・新規設備の導入、設備老朽化更新、既設設備の改良で性能を向上させ、加工工程を

省くなどプロセスの効率化に取組みます。 

・工程ブローエアーの間欠化及び搬送コンベアの間欠運転化により消費電力を削減し

ます。 

・ノー残業ＤＡＹの運用により冷暖房、照明、ＯＡ機器の省エネに取組みます。 

２．産業廃棄物削減 

・生産活動で発生する廃棄物の削減と分別を徹底し、リサイクルやサーマルリカバリ

ーにより埋め立て量の削減に取組みます。 

３. 水使用量削減 

・生産工程で排水している冷却水の一部を循環利用して水使用量削減、維持に取組み

ます。 

・循環冷却水の温度の適正化を図ることにより水使用量削減、維持に取組みます。 

４．自社が提供する製品に関する環境配慮 

・広域認定制度によるユーザー廃棄品のリサイクルを実施します。 

・家電、食品容器由来の再生原料を積極的に使用します。 

５．環境関連法規の遵守 

・年２回コンプライアンス委員会を開催し、環境関連法規を遵守します。 

６．環境コミュニケーション 

・環境経営レポートを公表し、地域清掃活動など積極的に取組みます。 

７．環境経営の改善 

・環境経営の継続的改善を実施します。 

制定日：2022年 4月 19日 

                    北海道カネライト株式会社 

                        代表取締役社長 田谷内 貴大 

 

３．環境経営方針 
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項目 
2021 年度 

実績 

2022 年度 

目標 

2023 年度 

目標 

2024 年度 

目標 

1）二酸化炭素排出量削減 

   原単位 

（トン-CO2/トン） 

0.849 
0.841 

（1%削減） 

0.833 

（1%削減） 

0.825 

（1%削減） 

2）廃棄物排出量削減 

（埋立処分） 

   原単位 

（ｋｇ/トン） 

1.19 
1.18 

（0.5%削減） 

1.17 

（0.5%削減） 

1.16 

（0.5%削減） 

隔年発生汚泥量 

（埋立処分） 

   原単位 

（ｋｇ/トン） 

1.59 1.60 0 1.60 

廃棄物排出量計 

（埋立処分） 

   原単位 

（ｋｇ/トン） 

2.78 2.78 1.17 2.76 

3）水使用量 

   原単位 

（m3/トン） 

19.1 
19.0 

（0.5%削減） 

18.9 

（0.5%削減） 

18.8 

（0.5%削減） 

4)化学物質使用量削減 化学物質の適正な管理 

5)自らが生産・販売・提供

する製品及びサービスに関

する環境配慮 

計画通りリサイクル原料を使用する 

6)環境関連法令による規制

を順守する 
年２回法令遵守状況の確認で環境異常・環境苦情ゼロ達成 

7)環境コミュニケーション 環境経営レポートの公表及び地域清掃などへの参加 

1)の二酸化炭素排出量の排出係数 0.601 ㎏-CO2/kWｈ（2020 年度算定用北海道電力排出係数を使用） 

2)の廃棄物排出量の目標は１回/２年の頻度で最終排水槽清掃による汚泥が発生する為、2021 年度と 2023 年

度は汚泥分（約 7.3ｔ）を加味して目標を立てています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．環境経営目標 
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項目 
2022 年度 

目標 

具体的な取組みの内容 

（達成手段） 

1）二酸化炭素排出量 

（トン-CO2/トン） 
0.841 

・太陽光発電の稼働によりＣＯ２を削減。 

・徹底した工程管理によりトラブルを減らし、効率的に安定した製

品を製造する。 

・工程ブローエアーの間欠化及び搬送コンベアの間欠運転化により

電気使用量を削減。 

・省エネベルトを工場全体の駆動機器への採用を継続し、消費電力

を削減。 

・生産計画を効率化し切替ロスを削減。 

・空気漏れ量の適正管理。 

・ノー残業ＤＡＹの運用により冷暖房、照明、ＯＡ機器の省エネに

取組む。 

・不要照明の消灯、各居室内の温度管理（夏 25℃以上／冬 23℃以下）

の徹底を行い、エアコン等の使用電力削減に取組む。 

 

 

2）廃棄物排出量 

※隔年発生汚泥量 

※※廃棄物排出量計 

（いずれも埋立処分） 

（kg/トン） 

  1.18 

 ※1.60 

※※2.78 

・廃棄物の分別強化によるマテリアルリサイクル化・サーマルリカ

バリー化を実施。 

・社内メールを利用したペーパーレス化の実施。 

・ミスプリント紙の裏面の再利用化の推進。 

・工場全体の床落ち原料改善を強化・原料戻しによる埋立処分発生

の削減。 

・廃棄物処理方法の見直し・原料納入形態の見直しによる削減。 

・再利用・熱回収化可能業者の更なる調査。 

3）水使用量 

（m3/トン） 
19.0 

・製造工程の更なる生産性向上の実施。 

・各設備停止時における冷却水停止の徹底。 

・老朽化した配管、水周り設備の更新工事及び、計画的な改修工事

の実施。 

・工場冷却水槽の井水汲み上げ量を温度制御で調整することで汲み

上げ量を最小限化すると共に、汲み上げ温度の最適化を検討し水

使用量を削減する。 

・冷却水回収システムの継続及び、他工程での検討。 

4)化学物質使用量削

減 

化学物質の適正

な管理 
・化学物質の毎月の棚卸により使用量を管理する。 

5)自らが生産・販売・

提供する製品及びサ

ービスに関する環境

配慮 

計画通りリサイ

クル原料を使用

する 

・再生原料の利用を推し進め、また「広域認定制度」を利用した産

業廃棄物の回収を推し進め、マテリアルリサイクルを推進した押

出法ポリスチレンフォーム断熱材の製造に取り組む。 

6)環境関連法令によ

る規制を順守する 

年２回法令遵守

状況の確認で環

境異常・環境苦情

ゼロ 

・大気（エアコン等冷媒）・騒音・廃棄物は、法規制に準じて自主管

理を推進（必要に応じて届出）、排水については法令で定められた

定期測定を確実に実施し、公害の防止に取り組む。 

7)環境コミュニケー

ション 

環境経営レポー

トの公表及び地

域清掃などへの

参加 

・環境経営レポートを公表する。 

・恵庭市主催清掃活動へ参加し地域社会へ貢献する。 

 

５．環境経営計画 
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６－１．実施体制 

   社長    

          

   環境管理責任者    

   （技術課長）    

         

               

環境管理者  環境管理者  環境管理者 

（管理課長）  （製造課長）  （技術課長） 

              

管理課  製造課  技術課 

 

６－２．環境経営計画に基づき実施した取組内容 

1) 二酸化炭素排出量の削減 

・今期から太陽光発電設備の稼働予定であったが、雪害復旧工事の遅れもあり稼働開始にまでは至らず。 

・徹底した工程管理によりトラブルを減らし、効率的に安定した製品の製造に努めました。 

・工程ブローエアーの間欠化及び搬送コンベアの間欠運転化を実施し、電力削減を行いました。 

・今期は非連操３交替での操業で新たに生産計画の効率化への取組を開始しました。 

・非連操３交替操業による生産停止後の空気・蒸気の早期停止に取り組みました。 

・2012 年度から導入している省エネベルトの使用を 2023 年度も継続し、電力削減を行いました。 

・蒸気漏れ箇所の適時処置・蒸気配管・フレーキの保温処置を行い、蒸気ロスの削減に取り組みました。 

・空気漏れ量の管理を継続し設備メンテナンスなど、適正管理することで空気ロスの削減を行いました。 

・ノー残業ＤＡＹの運用により冷暖房、照明、ＯＡ機器の使用電力の削減を行いました。 

・工場・居室を問わず、昼休み・休転時の不要照明の消灯に取り組み、使用電力の削減に繋げました。 

 

2) 廃棄物排出量（埋立処分）の削減 

・加工設備からの粉漏れや切削屑飛散について小集団活動によって計画的に改善を進め、集塵フードの改善

などを実施することで廃棄量を削減しました。 

・社内全体で、廃棄物の中から更に熱回収化が出来る物の分別を進め、廃棄物（埋立処分）の削減と資源の

有効利用を行いました。 

・事務所では、社内メールを利用したペーパーレス化、ミスプリント紙の裏面再利用等を進め、コピー用紙

の削減を行いました。 

 

3) 水使用量の削減 

・冷却水槽の水温自動制御設備の汲み上げ温度の最適管理、及び老朽化した水周り設備の改修工事、冷却水

回収システムの保守管理の実施などにより、井戸水汲み上げ量の削減をしました。 

・管理業務部署では、台所・トイレの無駄な水使用の防止に努め、節水を進めました。 

６．環境経営計画に基づき実施した取組内容（実施体制を含む） 
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4) 化学物質使用量の削減 

・該当化学物質については、毎月の棚卸を実施して使用量を適正に管理しました。 

 

5) 自らが生産・販売・提供する製品及びサービスに関する環境配慮 

・使用済みの魚箱・食品トレー類（発泡スチロール製）、家電リサイクル法で回収された廃冷蔵庫のトレーを

粉砕・ペレット化したものを再生原料として利用することにより、循環資源の適正な循環的利用、廃棄物

の削減に寄与しています。 

・環境省から「広域認定」を受け、建築現場等で発生するカネライトフォームの廃材を回収し、リサイクル

の促進、廃棄物の減量、適正な処置を推進しています。 

 

6) 環境関連法令による規制を順守 

・年２回実施のコンプライアンス委員会で順守状況を確認。大気（エアコン等冷媒）・騒音・廃棄物は、法規

制に準じて自主管理を推進し、排水については法令で定められた定期測定を実施しました。 

 

7) 環境コミュニケーション 

・ここ数年コロナでの開催中止が続いていましたが、今年は恵庭市で行っている河川敷清掃活動に参加して

地域社会とのコミュニケーションを図りました。 
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７－１．環境経営目標及び環境経営計画の実績・取組結果とその評価 

環境経営計画及び環境経営目標に基き、以下７項目の目標について、この１年間取り組んできた

結果を以下の表に記します。 

生産量の減少により操業形態を非連操３交替へ変更したことでロスの発生が増えたため、2）の目

標が未達成。その他の目標については全て達成しました。 

 

1)の二酸化炭素排出量の排出係数 0.601 ㎏-CO2/kWｈ（2020 年度算定用北海道電力排出係数を使用） 

 本係数については 2021年度の報告値を基準年度として相対評価できるよう、電力会社を変更する等の大き

な変更が無い限り、３年～５年間変更しないこととする。 

 2022 年 CO2排出量実績 3,508 トン-CO2 （2021 年度 4,071 トン-CO2） 

2)の廃棄物排出量の目標は最終排水槽清掃による汚泥（約 7.3ｔ）は現行以上の削減が難しいため、削減目標

とは別管理としています。 

 

項目 

2021 年度 2022 年度 対前年比 

（削減率） 

対目標 

評価 前年実績 目標 実績 

1）二酸化炭素排出量削減 

  原単位（トン-CO2/トン） 
0.849 

0.841 

（1%削減） 
0.792 6.7%削減 ○ 

2）廃棄物排出量削減 

（埋立処分） 

  原単位（ｋｇ/トン） 

1.19 
1.18 

（0.5%削減） 
1.32 11.0%増加 ✕ 

隔年発生汚泥量 

（埋立処分） 

  原単位（ｋｇ/トン） 

1.59 1.60 1.74   

廃棄物排出量計 

（埋立処分） 

  原単位（ｋｇ/トン） 

2.78 2.78 3.06   

3）水使用量 

  原単位（m3/トン） 
19.1 

19.0 

（0.5%削減） 
16.7 12.6%削減 ○ 

4)化学物質使

用量削減 

目標：化学物質の適正な管理 
○ 

実績：毎月の棚卸により使用量を管理。 

5) 自 ら が 生

産・販売・提供

する製品及び

サービスに関

する環境配慮 

目標：計画通りリサイクル原料を使用する。 

○ 
実績：家電由来・食品容器由来再生樹脂の積極的購入及び利用を継続及

び広域認定制度の受入を実施し、計画通りのリサイクル原料使用

を達成。 

6)環境関連法

令による規制

を順守する 

目標：年２回法令遵守状況の確認で環境異常・環境苦情ゼロ達成 

○ 実績：排水・騒音についての自主管理基準値オーバーは、過去３年間 

   で０件。環境異常・環境苦情ゼロを達成。 

7)環境コミュ

ニケーション 

目標：環境経営レポートの公表及び地域清掃などへの参加 

○ 実績：例年参加している恵庭河川愛護会主催の市内河川敷清掃活動に参

加。環境経営レポートを公表。 

７．環境経営目標及び環境経営計画の実績・取組結果とその評価， 

並びに次年度の環境経営目標及び環境経営計画 
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７－２．次年度の環境経営目標 

 

項目 
2022 年度 

実績 

2023 年度 

目標 

2024 年度 

目標 

2025 年度 

目標 

1）二酸化炭素排出量削減 

   原単位 

（トン-CO2/トン） 

0.792 
0.784 

（1%削減） 

0.776 

（1%削減） 

0.768 

（1%削減） 

2）廃棄物排出量削減 

（埋立処分） 

   原単位 

（ｋｇ/トン） 

1.32 
1.31 

（0.5%削減） 

1.30 

（0.5%削減） 

1.29 

（0.5%削減） 

発生汚泥量 

（埋立処分） 

   原単位 

（ｋｇ/トン） 

1.74 0 1.60 0 

廃棄物排出量計 

（埋立処分） 

   原単位 

（ｋｇ/トン） 

3.06 1.31 2.90 1.29 

3）水使用量 

   原単位 

（m3/トン） 

16.7 
16.6 

（0.5%削減） 

16.5 

（0.5%削減） 

16.4 

（0.5%削減） 

4)化学物質使用量削減 化学物質の適正な管理 

5)自らが生産・販売・提供

する製品及びサービスに関

する環境配慮 

計画通りリサイクル原料を使用する 

6)環境関連法令による規制

を順守する 
年２回法令遵守状況の確認で環境異常・環境苦情ゼロ達成 

7)環境コミュニケーション 環境経営レポートの公表及び地域清掃などへの参加 

1)の二酸化炭素排出量の排出係数 0.601 ㎏-CO2/kWｈ（2020 年度算定用北海道電力排出係数を使用） 

 本係数については 2021年度の報告値を基準年度として相対評価できるよう、電力会社を変更する等の大き

な変更が無い限り、３年～５年間変更しないこととする。 

2)の廃棄物排出量の目標は最終排水槽清掃による汚泥（約 7.3ｔ）は現行以上の削減が難しいため、削減目標

とは別管理としています。 

 2022 年度は隔年実施の排水槽清掃について汚泥量を削減するために１年周期で実施したが、汚泥発生量が

減らなかったため、2023 年度からはまた隔年周期に戻した目標値としています。 
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７－３．次年度の環境経営計画 

 

項目 
2023 年度 

目標 

具体的な取組みの内容 

（達成手段） 

1）二酸化炭素排出量 

（トン-CO2/トン） 
0.784 

・太陽光発電の稼働によりＣＯ２を削減。 

・徹底した工程管理によりトラブルを減らし、効率的に安定した製

品を製造する。 

・工程ブローエアーの間欠化及び搬送コンベアの間欠運転化により

電気使用量を削減。 

・省エネベルトを工場全体の駆動機器への採用を継続し、消費電力

を削減。 

・生産計画を効率化し切替ロスを削減。 

・空気漏れ量の適正管理。 

・ノー残業ＤＡＹの運用により冷暖房、照明、ＯＡ機器の省エネに

取組む。 

・不要照明の消灯、各居室内の温度管理（夏 25℃以上／冬 23℃以下）

の徹底を行い、エアコン等の使用電力削減に取組む。 

 

 

2）廃棄物排出量 

（埋立処分） 

（kg/トン） 

1.313 

・廃棄物の分別強化によるマテリアルリサイクル化・サーマルリカ

バリー化を実施。 

・社内メールを利用したペーパーレス化の実施。 

・ミスプリント紙の裏面の再利用化の推進。 

・工場全体の床落ち原料改善を強化・原料戻しによる埋立処分発生

の削減。 

・廃棄物処理方法の見直し・原料納入形態の見直しによる削減。 

・再利用・熱回収化可能業者の更なる調査。 

3）水使用量 

（m3/トン） 
16.619 

・製造工程の更なる生産性向上の実施。 

・各設備停止時における冷却水停止の徹底。 

・老朽化した配管、水周り設備の更新工事及び、計画的な改修工事

の実施。 

・工場冷却水槽の井水汲み上げ量を温度制御で調整することで汲み

上げ量を最小限化すると共に、汲み上げ温度の最適化を検討し水

使用量を削減する。 

・冷却水回収システムの継続及び、他工程での検討。 

4)化学物質使用量削

減 

化学物質の適正

な管理 
・化学物質の毎月の棚卸により使用量を管理する。 

5)自らが生産・販売・

提供する製品及びサ

ービスに関する環境

配慮 

計画通りリサイ

クル原料を使用

する 

・再生原料の利用を推し進め、また「広域認定制度」を利用した産

業廃棄物の回収を推し進め、マテリアルリサイクルを推進した押

出法ポリスチレンフォーム断熱材の製造に取り組む。 

6)環境関連法令によ

る規制を順守する 

年２回法令遵守

状況の確認で環

境異常・環境苦情

ゼロ 

・大気（エアコン等冷媒）・騒音・廃棄物は、法規制に準じて自主管

理を推進（必要に応じて届出）、排水については法令で定められた

定期測定を確実に実施し、公害の防止に取り組む。 

7)環境コミュニケー

ション 

環境経営レポー

トの公表及び地

域清掃などへの

参加 

・環境経営レポートを公表する。 

・恵庭市主催清掃活動へ参加し地域社会へ貢献する。 
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主な法律 重要な順守すべき事項 順守評価 

廃棄物処理法 廃棄物の適正な保管・処理・契約 違反なし 

工場立地法 変更届出（生産施設・緑地・環境施設の面積） 違反なし 

騒音規制法 設備の設置・変更届出（コンプレッサー・ファン） 違反なし 

フロン排出抑制法 業務用冷凍空調機の適正な管理とフロン類の排出抑制 違反なし 

省エネ法 省エネ定期報告・中長期計画書の提出 違反なし 

温対法 温室効果ガス削減計画・温室効果ガス削減計画実績報告 違反なし 

 

環境関連法令の順守状況を環境安全衛生委員会及びコンプライアンス委員会で確認した結果、違反や

訴訟はありませんでした。 

環境関連法令において、国・道・市からの指摘はありませんでした。又、近隣住民の方々からの環境に

関する苦情についてもありませんでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８．環境関連法規等の順守状況の確認及び評価の結果ならびに違反、訴訟等

の有無 
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９－１．全体の評価 

今期は対前年で生産量減となり特にＣＯ２原単位については達成が困難な状況でしたが、社員一丸となって

省エネ活動に取り組み、設備面ではエアー使用量の削減、管理面では生産計画の効率化、工程成績の予算達

成などの成果を上げた。また、毎月の環境安全衛生・省エネ委員会を通して現状の把握を行い、適宜取組の

見直しを実施して、二酸化炭素排出量、水使用量の目標を達成した点は評価します。残念ながら廃棄物排出

量（埋立処分）については未達となりましたが、次期こそは達成願います。 

また、昨年度に続き、2022 年度も太陽光発電装置の稼働開始が、雪害による復旧・補強工事の遅れなどに

よって残念ながら未だ稼働できない状況ですが、次期も一人一人が日々の業務の中で環境のためにできるこ

とを一つ一つ着実に実施して目標を達成する様、宜しくお願いいたします。 

 

９－２．見直し・指示 

① 環境経営方針 

前年度を踏襲する。 

・見直し事項無し。 

 

② 環境経営目標 

前年度を踏襲し、2023 年度の目標の数値を以下の通りに設定する。 

・ＣＯ２目標 対前年実績原単位１%削減 

・水使用量目標 対前年実績原単位 0.5%削減 

・廃棄物目標 対前年実績原単位 0.5%削減 

 

  ③ 環境経営計画 

前年度を踏襲する。 

・見直し事項無し。 

 

  ④ 実施体制 

 変更無し。 

以 上 

９．代表者による全体の評価と見直し・指示の有無 


